
「水圏の生物生産と光合成」　正誤表 2018.9.20現在

　本書に下記の通り、誤りがありました。お詫びして訂正いたします。

ページ 行 誤 正
3 図1.2下から3行目 で、θｎ＝（180－θｎ） 不要
6 下から6行目 Eu Ed

8 4 1/Ed 1/Eo

12 13 bb/bf bb+bf

12 15 B(θ) β(θ)

12 16 B(θ) β(θ)

20 下から1行目 天空光も 天空光は
22 1 それにも拘らず、 いずれにせよ、
39 下から9行目 吸収するであろう． 吸収する．
43 4 総括的な説明では 普通的な説明とはいえ

65 下から18行目 （m-1） （m－1）

90 14 μ=E/Eoμ=Ed/Eod, μ=E/Eo, μ=Ed/Eod

108 16 低層では非常に 底層では非常に
135 7 反射された天光の 反射された天空光の
159 下から9行目 液胞外側の 液胞外の
174 下から9行目 コア複合体Ⅰ コア複合体Ⅱ
174 下から8行目 これの光化学系Ⅱの これは光化学系Ⅱの
174 下から5行目 くっついていて存在し くっついて存在し
184 10 次にチトクロームf それらはまたチトクロームf

184 12 獲得するとき、 獲得すると、
201 10 プランクトンとの他の プランクトンと他の
215 下から2行目 PAR(z)= PUA(z)=

216 5 PAR(z)=PAR(z) PUA(z)=PAR(z)

265 16 φmの直線相関であり φmと直線関係にあり

266 下から9行目 データの集積 データの蓄積
270 13 色彩適合 色彩適応
270 下から14行目 異なる．全ての水では、水自身 異なる．水自身
270 下から9行目 藻類分布にいくらかの 藻類分布にもいくらかの
272 1 西海岸（バルト 西海岸において（バルト
272 4 有光層全体とした潮下帯下部 有光層全体から潮下帯下部
273 11 光りに対して 光に対して
282 下から16行目 Paeodactylum Phaeodactylum

282 下から13行目 Glenodiniumは Glenodiniumでは
284 4 Tetraedron Tetrahedron

284 14 増加を伴わない（あるいは 増加を伴わず（あるいは
299 下から9行目 光合成能は水深が 光合成能が水深が
307 1 による自動的に弱光適応調節機構を発達 による弱光適応調節機構を自動的に発達


